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概要

　本研究は、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)拡大下における思春期の援助希求行動の長期変化と、その関
連因子を明らかにすることを目的とした。School Adolescent Behavior and Care (S-ABC)（2020~2025年）と 21世
紀出生児縦断調査（2001年および 2010年出生児）のデータを分析した。S-ABCでは、困難さがなく助けを求め
る必要がない（非困難）者の増加と様々な対象への援助希求行動の増加が観察された。また、21世紀出生児縦断
調査では、平時（2014-2015年）と比べて、感染拡大下（2023-2024年）においても援助希求行動の増加がみられ
た。これらの結果は、COVID-19が社会に与えていた影響の緩和と同時に、精神疾患に関する偏見の軽減など社
会文化の変化が潜在的ニーズを顕在化させた可能性がある。さらに、所属する学級全体の向社会性（他者を積極
的に助ける傾向）が高いほど、友人に援助希求する高校生が増加することが明らかとなった。年度別の解析でも
結果に大きな差異がなかったことから、COVID-19のような社会事象が発生する中でも、所属学級の向社会的な
雰囲気が援助希求行動を促進する基盤となり得ることを示した。今後の研究継続やデータ利活用を通して、時代
や社会事象により変容する社会背景を考慮した多角的な支援体制構築に更なる示唆が得られると考えられる。

背景および目的

　新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の発生以後、思春期のメンタルヘルスは世界的にも長期的に阻害され続
けている。思春期の精神疾患を含むメンタルヘルスの問題の有病率は、COVID-19以前は約 10-14%であったが
1,2)、COVID-19以後は約 20-25%と報告されている 3)。この増加傾向は、世界中の全年代でみられるが、特に思春
期で甚大である 4)。さらに日本の COVID-19発生後の自殺率増加は思春期を含む 20歳未満において顕著である
5)。
　困難に陥った時に助けを求める行動（＝援助希求行動）は、メンタルヘルスの問題や自殺の予防に重要であ
る。例えば、早期の援助希求行動は、精神疾患のより良い予後を予測する 6,7)。COVID-19感染拡大下において
は、メンタルヘルスの問題や自殺率が増加しているにも関わらず、思春期の援助希求が増加していない状況が報
告されている。オーストラリアにおいてパンデミック発生から 5-6か月後、援助希求行動を行う若年者は増加し
ていなかった 8)。日本でも特定非営利活動法人チャイルドライン支援センターへの電話およびオンラインチャッ
トによる子どもの相談件数は、2019年と比べ、COVID-19流行後の 2020年以降にも増加していない 9)。周囲から
の偏見回避、精神保健サービスへの単独でのアクセスが容易でない等の理由により、思春期児の私的・公的リ
ソースへの援助希求行動は抑制されやすい 10,11)。思春期特有の心理社会的状況や、ソーシャルディスタンスを要
する新たな文化規範が、COVID-19後のメンタルヘルスの問題の増加にも関わらず、援助希求行動を抑制してし
まっているかもしれない 8,10,11)。未だ収束の兆しがない COVID-19感染拡大下で、思春期児が援助希求行動をしや
すい支援体制作りに示唆を得るため、さらなる長期的な研究が必要である。

三菱財団　研究・事業報告書2025

1



　本研究は、COVID-19感染拡大下における①援助希求行動の長期変化に関する実態を調べ、②援助希求行動の
促進及び抑制に関連する因子を明らかにすることを目的とした。

方法

　本研究は、S-ABCと 21世紀出生児縦断調査の 3つの調査データを相補的に用いて検証した。
　
＜ School Adolescent Behavior and Care study (S-ABC)＞
　School Adolescent Behavior and Care study (S-ABC)は、東京大学医学部附属病院精神神経科および帝京平成大学
と埼玉県私学協会との連携による学校集団単位の無記名式疫学調査で経時的情報を連結するマクロレベル調査
である。主に中学・高等学校数十校に対し調査依頼を行い、生徒への郵送質問紙/Web調査を行っている。毎年調
査により 2020年度は約 5,000名、2021年度は約 7,000名、2022年度は約 7000名の思春期児より回答を得た。さ
らに S-ABCは、2023年度、2024年度、2025年度調査を行い、それぞれ 6624名、6696名、7664名をリクルート
し、有効回答（有効回答率）は 6016名(90.8%)、6200名(92.6%)、7175名(93.6%)より得られた。2020年～2025年
の総有効回答数は 37892名、有効回答率平均は 91%であった。
　分析に際し、前年に調査参加した可能性のある生徒の回答を除外した。研究目的①のため、2020～2025年の援
助希求行動(精神的に困っているにもかかわらず助けを求められない状態：援助希求困難、友人や家族などの非専
門家・病院や相談機関の専門家等への援助希求行動)の人数および割合を算出した。また、多重代入法で欠測補完
の上、年度（2020年を参照カテゴリーに設定）を説明変数、各援助希求行動指標を目的変数とした混合効果ロジ
スティック回帰分析を行った。この分析では性別、学年、出身国、同居する親の人数を調整変数とした。ランダ
ム切片は学校を指定した。研究目的②では、援助希求行動の促進因子の一つとして、所属学級特性（向社会性）
の影響を 2023年までのデータを用いて検証した。学級レベルの向社会性は１学級ごとの向社会性の平均値、個
人レベルの向社会性はその学級平均からの偏差とし、同時にランダム効果モデルへ投入した。詳細はすでに公表
された論文に記載している(Morishima et al., 2025)。
　
＜ 21世紀出生児縦断調査＞
　21世紀出生児縦断調査は、厚生労働省および文部科学省が実施している個人及び世帯単位で経時的情報のデー
タが連結可能なミクロレベル調査である。早稲田大学政治経済学術院の野口晴子研究室との連携と設備利用に
より共同研究として行った。全国の 2001年の出生児および 2010年の出生児を対象とし、厚生労働省が人口動態
調査の出生票をもとに世帯を抽出し長期追跡を行っている。2001年出生児コホート（約 29,000世帯参加済）で
は思春期（13～18歳）の調査は既に終了しており、2010年出生児コホート（約 24,000世帯参加済）では 2023年
から思春期となった者を対象に援助希求行動が聴取された。
　本研究では、個票データと e-Statに掲載されている統計データの両方を用いて分析を行った。個票データに関
しては、利用申請が承認され、現在分析中である。e-Stat掲載の統計データでは、各コホートにおける援助希求
行動の人数と割合が報告されている。各コホートの年齢による援助希求行動の変化を記述的に整理するととも
に、現在調査データの公表されている 13歳および 14歳時点の援助希求行動の人数と割合をカイ二乗検定により
比較することで、平時(2014～2015)と COVID-19感染拡大下(2023～2024)の援助希求行動の変化を調べた。

結果および考察

＜ School Adolescent Behaviour and Care study (S-ABC)＞
　2020年から 2025年までの S-ABC調査について、参加者のおよそ 80%は高校生であり、中学生は 15～20％程
度であった。男女の参加比はだいたい同程度であるが、毎年 0.5％程は性別を「その他」と回答する生徒がいた。
96%以上の出身国は日本であり、83%は両親と同居していた。
　援助希求行動の 6年間の人数と割合は表 1に示した。年度による変化は、混合効果ロジスティック回帰分析に
よって検証した（表 2）。精神的な困りごとがなく援助希求していない者（非困難群）の割合は、2020年と比べ
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てそれ以降徐々に増加していることが窺われた。援助希求困難群は 2020年と比べて、2021～2023年まで多かっ
たが、2024年以降は差がなかった。友人や家族への相談は 2022年（と 2023年の家族への相談）を除いて、2020
年より少なかった。スクールカウンセラーへの相談は、2021年と 2025年は、2020年より該当者が多かった。

表 1．S-ABC調査における各年度の援助希求行動の人数と割合

表 2．援助希求行動の年度による変化に関する混合効果ロジスティック回帰分析の結果

　援助希求行動の促進因子の一つとして、所属学級特性（向社会性）の影響を 2023年までのデータを用いて検
証した(Morishima et al., 2025)。分析の結果、個人の向社会性やメンタルヘルスの状態にかかわらず、学級レベル
の向社会性が高いほど友人に助けを求める高校生が多いことがわかった。この結果は 2020年から 2023年の年
度別に分析をしても傾向に変化はみられなかった。また、性差やいじめ被害体験の有無による結果の変化もな
かった。中学生においては、学級レベルの向社会性と友人への援助希求行動の関連はみられなかった。さらに、
個人レベルの向社会性は、中高生ともに様々な援助資源（友人、家族、担任教員、保健室の先生等）への援助希
求行動が増加した。
　
＜ 21世紀出生児縦断調査＞
　2001年出生児および 2010年出生児の 2コホートにおける援助希求行動の人数と割合は表 3および表 4に示し
た。調査参加者の記述統計は厚生労働省や文部科学省のウェブサイトにて公表されている。表 3に示した通り、
非困難は年齢の上昇とともに減少していく一方、援助希求困難は増加する傾向がみられた。また、家族や友人、
教師やカウンセラーなどへの相談も年齢とともに増加する傾向がみられた。T13～T15までに比べ、T16～T18で
は大きな変化がみられた。表 4に示した通り、COVID-19感染拡大下においても、同調査時点における年齢によ
る変化の傾向は類似していた。
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表 3．21世紀出生児縦断調査（2001年出生児）における各年度の援助希求行動の人数と割合

表 4．21世紀出生児縦断調査（2010年出生児）における各年度の援助希求行動の人数と割合

　平時(2014～2015)と COVID-19感染拡大下(2023～2024)の援助希求行動の各指標では、援助希求困難と友人への
相談は減少した(p < 0.001)。父、学校カウンセラー、カウンセラー、医師、インターネット、その他への相談は
増加した(p < 0.05-0.001)。T13の非困難(p < 0.05)や、T14の兄弟姉妹への相談も有意に増加した(p < 0.05)。先輩・
後輩への相談は T13において有意に減少した(p < 0.05)。母への相談は T13では減少したが(p < 0.01)、T14では増
加した(p < 0.05)。なお、各指標の割合の変化は、0.1～2.3％程度であった。
　
＜考察＞
　本研究では、S-ABC調査と 21世紀出生児縦断調査の 3つの調査データを相補的に用い、COVID-19感染症発
生による思春期の援助希求行動の長期的変化とその関連要因について検証した。援助希求困難は 2020年と比べ
て、2023年まで増加したが、2024年以降の減少が S-ABCにおいて観察された。非困難や、様々な対象への援助
希求行動は、全体的には増加傾向がみられたものの、友人や家族への相談が減少傾向であった。このような結果
が得られた背景として、COVID-19感染拡大下のストレスが徐々に回復してきていることが考えられる。アイス
ランド、フィンランド、ドイツで行われた大規模調査によれば、未だ支援ニーズはあるものの、思春期のメンタ
ルヘルスは 2023年頃に改善傾向にあることが観察されている 12-14)。国際的な社会情勢・政策状況と並行し、日本
では 2023年に COVID-19が五類感染症へ移行したことで社会活動の制限が緩和された。これに伴い、思春期の
子どもたちを取り巻く環境の改善が関係した可能性が考えられる。
　また、21世紀出生児縦断調査で平時(2014～2015)と COVID-19感染拡大下(2023～2024)の援助希求困難減少と
様々な対象への援助希求行動の増加が観察されたことは、思春期にメンタルヘルスに関する支援ニーズを表出し
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（完）

やすくなった社会文化の変化も挙げられるかもしれない。日本ではもともとメンタルヘルスの問題は公共の場
で話題にすることがタブー視されていたが 15)、近年では誰もが体験し得るものとして中等教育のカリキュラムで
精神疾患(統合失調症やうつ病等)を扱うようになった 16)。思春期は精神疾患を含むメンタルヘルスの問題があら
われやすい時期であるため 17-19)、援助希求困難の減少と同時に多様な対象への援助希求行動が増加することは、
これまで存在していた潜在的な支援ニーズが社会文化の変化に伴い顕在化した可能性が考えられる。
　援助希求行動の促進因子の一つとして、所属学級特性（向社会性）の影響を明らかにした。これまで、向社会
性と援助希求行動の関連については、個人ごとの向社会性によるものか、所属学級全体の向社会性によるもの
か、明らかでなかった。そこで、向社会性を、学級全体の平均と、各生徒の学級平均からの差に分けて検討した
ところ、学級全体の向社会性と個人ごとの向社会性のいずれもが、高校生の友人への援助希求行動と関連した。
さらに、年度別解析では大きく結果に差異がみられなかった。向社会的な雰囲気のクラスに所属することは、
COVID-19のような社会情勢に変化のある状況においても、高校生が援助希求行動をしやすい環境要因として作
用することが示唆された。この結果は、学校の居心地が良いとより強く感じているほど COVID-19感染拡大によ
るメンタルヘルスへのネガティブな影響がみられないことに加え、学校の居心地の良さ自体が新型コロナウイル
ス感染症流行による影響を受けなかった、という先行研究の結果とも類似するものであった 20)。その他の促進因
子については、S-ABC調査および 21世紀出生児縦断調査のデータを用いてさらなる分析を進めている。
　今後の展望として、S-ABC調査の継続と、公的データ(国民生活基礎調査や受療行動調査など)の利活用を通し
て、さらに長期間にわたる援助希求行動の変化を検証していく必要があると考えられる。先述の通り、本邦では
メンタルヘルスの問題に対する偏見が根強く、他人に打ち明けたり助けを求めたりすることには未だ障壁がある
ことも考えられる。長期的な調査データを用いた分析を行うことで、精神疾患への理解が進んだ近年において、
実際に援助希求行動に変化が生じているかどうか検証していく必要がある。これにより、時代や社会背景により
変動するアンメット・ニーズを考慮した社会環境や支援体制構築に対して更なる示唆が得られると考えられる。
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